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付録1 例題の説明

27称。'カードノ､.あみ t.､のカ ードにも相星33ヶI室の寡が､悪､、Z"3. 百'，陣
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3癒砂､めユ． 篠， ？， 可ぺ､ 、の郵今宜何3メzx3=zJ)tなり， 孔､‘,弘'､J1､二蒋応-二亨基
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Ｂ
Ａ

B

Ａ
Ｂ

B A

Ｂ
Ａ
Ｆ

Ａ
Ｂ
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寮
す
い
、
到
な
ノ
ｅ
い
；
乏
ホ
ー
「
《
も
う
ム
Ｌ

～
１回
信
写
幅
ミ
ｚ
だ
い
ぼ
．
と
ノ
ッ
た
つ

心
理
い
，
池

織
に
人
ぃ
虫
『
二
う
ほ
ぃ

１
勺
タ
も
（
一

Ｊ
乗
か
筆
み
か
‐
泡
嵯
寺
埋
恥
庵
、
２
哩
主
卜
ノ
セ

ハ
フ
鈎
声
瞳
す
《
他
人
も
ど
が
伽
喰
猶
と
ハ
ノ
の
五

の

穆
１
、
エ
く
単
仁
刀
か
士
け
う
弘
呼
や
叶
ｕ
Ｆ
ッ
。

蔀
毎
ん
〃
於
涜
フ
《
一
、
子
フ
７
ク
十
一

穴
が
拭
い
丁
疸
Ｌ
人
犬
７
乙
人

套
届
恥
い
２
か
ベ
ヱ
‐
仮
。
一
・
七
キ
）
王
人
ぢ
向
品
中
．
二
為
存
も
つ
品
寸

今
《
一
砂
乙
卜
強
句
奪
入
可
孜
４
Ｐ
で
Ｚ
ろ
胸
評
と
承
へ
三
と
定
（
一
じ
惟
可
う

っ
仁
わ
啄
辱
咋
定
．
く

痙
却
斗
乖
峅
雅
唯
滝
馴
非
や
雍
睡
｝
よ
一
作
垂
さ
し
す
人
十

歩
も
む
永

込
の
苫
伍
為
も
宿
を
い
し

Ｙ
啄
可
，
に
じ
ゃ
小
し
難
可
う
嘘
土
￥
ク
⑬
⑫
３
ヶ
か
慢
で
影
Ｌ
ぃ
メ
噛
圷
７
Ｆ
Ⅷ
”

小
倉
雰
塞
奪
う
人
手
二
難
チ
↓
｜
う
り
矛
瓦
Ｍ
句
何
易
吻
侶
桿
式
い
な
の

つ
か
る
や
や
ャ
苛
炉
恥
が
哉
剥
す
ん
列
に
列
加
悪
人
櫓
ホ
ケ
函
満
却
牢
蹄
唖
へ
銅
坪
吋
軒
準
稚
や
一
部
枠
一

別
今
曽
フ
ド
ィ
ろ
ノ
旨
＃
‐
フ
も
ト
ョ
お
び
の
出
ヒ

ノや
Ｚ
》
仁
う
う
い
む
所
吟
謁
も
誰
嘔
卑
３
や
吹
約
囎
七
か
う
も
毛
毛
奉
福
子
乱
曰
同
『
一
二
い
ぢ
厚
阪
珂
孔
ｒ
が
方
方

Ａ
ｎ
８
Ａ
訓
Ｂ

A うん足飛IT3〃、 と"ケォ、 ．

＄ ィもう I'ず！、？ 〔歩 1う､よ. =LI,t､ =､｝、

ウ、 、 1 ，ヶ弓、、 .zl r ! 7 Lよし‘､7《 ‐牙’、ん

=ZIf可A、．

A 乞弘L1 MC =)零嘩Eひとつ升、 ． 乱
ウォユ と

8 う人，索､宇泌zつと ．
A Mc(z) と

B 杉､ 1十ん， zっ,量 L狸I矛らかイ駐壺'1－,よ

｝ '1． 子雲) ’｛ 1， か、 ！、 、、 よ･

R 承'ィ皇オ、 と､うか冠､3 ハ 、 、人方､3 ．

FI1-少力、 を“ 〕フトーL‐

8 1ず上人t~.1_Lj，を， 、 フ L歩 ．

A 王うす1tMC I>.

B お-卜脂 二 、higDOの矛イ,3 矛弐L4と

LzIa!'dヘ3t l .Z, もうtM(=MC÷I

と， うん．

A 二人どIチュヵ汚おう 孔.hFH(+1 .

B oD zF(Mc.Ee.z,)THFJ､J

A 毎上乱世さる

8 二4h丁、、 , 、 ら. ELSEだ'たSTT人し

か=､FAL;e. 二人な､z- > 'こし~l=j+' (し［

呼､い、- fL･､払一ワ、、へ両か

R I.の約'ﾐ， 匙弘違 うし今欣彦j自鋒か､も
)ts､ 11-､T掌ものb、し“うか．

B 天孫' ノ ベ 。L， も 1 1 3人だ.

A T矛人－2'､ヒフ ヒ曇や 、、 ､、んお．うう

B 【、柚3つ） イE額フTユ癌己か) 'b,． fと乏

惨'7,〕, I と'す渦､ぽ､ZL I 、写王禿ャ廿

壱､、 ウーヤエ． 庁う戸夕込韮禿倖フ1承し

げウル･曇c･や盲､， b､彦巧， 2－迄垂
U､やプチ＜ ・…あZﾝ浪己カーーケ． ごノブ朴，

-zMc(4，□） 易， わゅ、ダム
A ! ! , L承か＞，隼す>1= I ) , (才
ら 易， そうz、tフ翫夛) 1 ，ろのA､夢．

A や~汗，こう今－1:､やき環今哩とへろう、

迄.、う6，． 鮪彩に灰､ '、 'ZrF.

8 t>1，、 こうFぃハヒt;v'､ （（ろのも～ラ．

A い(夕人'l . ":L(a､XIコい ‘↓､ －1

－－(＝千℃乙・ ’騎陶皐蝿舞壱(参ミ
ニア行”!I感1ﾉ悔自分モァレヘ奇雇へ農

i フエ婆Iナ， アcブうムセ実斌し，〒ﾗz卜
|ランざ一之だ）－

A

０
Ａ
Ｂ
Ａ

８
Ａ

８
Ａ

B

A

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

Ａ
も

A

G

Ａ
Ｂ
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付録3鳧戊匪
&~Stqr7'D7'ぅム
ExECUTIONS

V-02L=OユFACOM2100S2/VS STRUCTUREDFORTRAN

SOURCE LIsT

EXTERNALBT
<OMM()NM，X9NN'SKIPoL・ぃI I
INTEGERM(271,X(27》ゥN侭(5),SKIP
LO61<ALLL(27》
DATAXﾉ．27骨0ノ
DATANハノ2，う・2002009300/
DATALL/bFALSE。 、26骨・TRUE。／
DA1ASKIP/0/
DA1A I I/0/
rALLTAb
久(L)=M(1)
ﾄ《EL<ALBT(1)
WRITE( o ENDo)
STUP
ENし

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
う

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
０

TOTAL 3

FACOM2300S2/VS STRUL1uREUFui<TRAN

SOURCE LlbT

V-02 L-01 DATE

ECuTIONS

99ユ6 RSubROuTIN上BT(K)
CONFiONM9x9NN9SKIP9LL9 I I
INT上GEI< M(27) 、X(27) 9NN(5) 、SKIP
l.OblCALLL(27)
RDLFINc l ,K
IF（K、E魁．27)
TH上N
IF(M<(1027) 0Eu．1）
THEN

II¥II十ユ .70 ' FOUN0 0 '2714)I 1 り(X(Iユ)9 11=1027)隅腺削?兇）
TH上N
610P
FI
SKlP＝o
fi
ELs上
l＝2

LO()P
UNTIL（I o6E、28）
IF. (LL( 1))
TH上N

l卜《MC(I,K) ．Eu．1）
THEN

般枇謂鯉E・
RE(gCALBT(K+1)
X（K＋ユ）＝O
LL( 1)=01RUE｡
fl
FI

I=1十1
HEPEAT
FI
REEHET
ENp

１
？
３
４
．
う
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
う
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３

》
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
し
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
、
Ｕ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
０
０
Ｃ
Ｕ
Ｏ
Ｃ
（
し
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
２
２
０
０
０
０
１

１
９
９
う
う
う
う

９
３
３

９

９
９
１
４
４
７
７
９
９
９
う
う
う
う
９
９
３
３
３
３
９
９

４
４
９
２
２
９
９
９
２
２
１
１
１
１
８
８
０
７
７
７
８
８

３
う
う
７
７
２
０
０
９
９
９
９
８
８
０
２
２
２
８
８

９
９
６
６
７
９
９
９
９
９
９
９
９
９
７
７
７
９
９

う
う
４
３
３
３
４
４
４

２
２
２
２
基
２

ユ739343

このブロヅ､うム時， 主つpC7ぅムL, bQ(ktmc｣皇:w,5用サブ． 'し一千斗BT(E)， 〒､一勺
の初蝕霊亀陣サブん一子聖Tn8， 渦､よび魔棒争時の早)迄儒閤影Nc(工,K) 沙､ケウ3．
274-271-2り"－2"-z"-zt/-z31-233-zS'-千妙733-7jf-77r-"j-9ｸﾉｰ9ﾜﾉ-9"-莎ノー満/-"J-
-731="1-4%-"="f－47'一物4 -E#1移目の僻しし九両､角IL， 聖x下や暑白の瞬矛で、

奔屍') し弘停J言し匙‘ ‘ み ヂロつブーヘー,'ずその錫鞍勾十勾秒'a3 . 室斤鴎⑧(cPU9

イム）膠 1令z鋤完リ ーz:'易夢．
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FACOM2300S2/VS STRULTIJREuFORTRAN

SOURCE LIST

v-02L-0ユ

EXECUTION5

1 １
２
３
４
う
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

Ｕ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

SU6ROU1INETAB
COMMONM勺xりNN9SKIP，LLり I I
IN1EEEkM(2nlX(27)TNN(5)0SKIp
LOuICAL LL(27)
INT上GEHP(3,3)
DATAP/2,9,4,795,3,6､1､8/
IA=0
DOKA＝l43
DOKb＝ユリ3
DOKC＝ユ93
IA=IA十ユ

M(IA)=P(KA0ユ）骨100+P(K8,2)骨10+P(KC勺3）
OD

CD
OD

WBIT[<Z714//)(N(I8)、 IB=1927)
RETURN
END

叩
４
３
９
７
７
７
７
９
３
１
上
１

バ
ク
年
《
グ
年
ヘ
ダ
ュ
ヘ
グ
』

IOTAL ユ36

FACOM2300S2/VS STRULTUREUFCRTRAN V-02 L-01

EXECUTIONS SOURCE LIST

39421 １
２
３
４
う
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
月
９
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
ク
ー
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｕ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

1N1.ECERF{jiv(JTIONMC(1 ,K)
COMMONM,X，NNoSKIP9LL'II
INTEGEhM(27) 9X(27)0NN(5) ､SKIP
LO(JICALLL(27)
1NTEGE卜〈 <OUNT
COuNT=(J
MC＝O
L1＝卜1（1 ）
L2=X(K)
DOJJ＝l・a
lF(MUD(Lユ、10)・EOdMOD(L2010))
THEN
COUIvT=COUNTl
FI
L1＝Lユノ]_O
L2=L2/10
0，
1F(COUIvT．E@．2）
THにh
L3=IAbS(M(I)=X(K))
KK＝ユ
LCOP
UNTIL(KK｡EOob･ORoMC．上Qo1）
IF(L3・EQONN（KK》）
TH上N
MC＝ユ
FI
KK＝KK＋l
HEPEAT
IF (Ivlf｡E(9．0）
THEN
IF(SKIP･EQ00)
THヒト，

桝C＝ユ
SKIP=1
FI
FI
FI
RE1URN
END

１
１
１
１
３
３
７
７
３
３
３
３
１
７
７
７
１
１
４
７
７
４
４
４
７
０
０
８
８
８
０
７
１
１

２
２
２
２
６
６
３
３
６
６
６
６
２
８
８
８
８
８
９
１
１
９
９
９
８
７
７
４
４
４
７
８
２
２

４
４
４
４
２
２
２
２
２
２
２
２
４
８
８
８
う
う
６
９
９
６
６
６
８
９
９
９
８
４
４

９
９
９
９
８
８
３
３
８
８
８
８
９
２
２
２
８
８
う
９
９
う
う
う
２
２
２
２
２
９
９

３
３
３
３
１
１
４
４
１
１
１
１
３
１
１
１
う
う
４
４
４
４
１
１
３
３

１
１
１
１
１
１

〆
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本 PDF ファイルは 1980 年発行の「第 21回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
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